
1.　表紙（冬の雑木林の保全活動の様子）

2.3. 牛久市恊働樹木リサーチ事業

　　平成 26年度樹木調査報告

4.5. 雑木林応援隊（機具修理について～前編～）

6. 里山保全エコアップ活動

7. 身近な樹木No32 ツルウメモドキ

8. 裏表紙（冬のナズナ（結束町にて））　

さとやまさとやま

特定非営利活動法人うしく里山の会 広報誌 No.129
８

■発行　特定非営利活動法人うしく里山の会
〒30 0 ‒ 1 2 3 6　茨城県牛久市田宮町 80 8 - 2 0
t e l  0 2 9 - 8 7 3 - 8 5 5 2   f a x 0 2 9 - 8 7 3 - 8 5 5 2
■事務局　牛久自然観察の森内
t e l  0 2 9 - 8 7 4 - 6 6 0 0   f a x 0 2 9 - 8 7 4 - 6 8 1 2
h t t p / / u s h i k u - s a t o y am a . o r g /
■編集　木谷昌史

■発行　特定非営利活動法人うしく里山の会
〒30 0 ‒ 1 2 3 6　茨城県牛久市田宮町 80 8 - 2 0
t e l  0 2 9 - 8 7 3 - 8 5 5 2   f a x 0 2 9 - 8 7 3 - 8 5 5 2
■事務局　牛久自然観察の森内
t e l  0 2 9 - 8 7 4 - 6 6 0 0   f a x 0 2 9 - 8 7 4 - 6 8 1 2
h t t p / / u s h i k u - s a t o y am a . o r g /
■編集　木谷昌史

さとやま 2014 年　冬号（通巻 12 9 号）



23

　

樹
木
リ
サ
ー
チ
メ
ン
バ
ー
が
３
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
園
内
樹
木
の
種
類
を

記
録
し
、
地
表
1
.
3
m
の
位
置
を

0
.
5
c
m
単
位
で
測
定
し
た
。
調

査
は
4
月
1
9
日

（
土
）
か
ら
1
0

月
1
1
日

（
土
）
ま
で
5
回
、
延
べ

6
0
人
で
実
施
し
た
。

　

園
内
の
樹
木
は
3
7
種
1
，
3
0
1

本
に
達
し
た

（
図
1
・
表
）。
コ
ナ
ラ

が
最
も
多
く
全
体
の
2
5
%
を
占
め
、

次
い
で
ク
ヌ
ギ
1
8
%
、
シ
ラ
カ
シ

1
7
%
が
主
要
樹
種
で
あ
っ
た
。

　

幹
周
を
①
5
0
c
m
以
下
、
②
5
0
.
5

〜
1
0
0
c
m
、
③
1
0
0
.

5
〜
1
5
0
.

0
c
m
、

④
1
5
0
.

5
c
m
以
上
に
分
け
て
み
る
と
、

①
が
6
2
1
本
で
全
体
の
4
8
%
、
②

が
同
じ
く
4
1
%
で
、
両
者
で
ほ
ぼ

9
0
%
を
占
め
、
③
が
7
%
、
④
が
4
%
に

と
ど
ま
っ
た
。
1
5
0
.
5
c
m

以
上
の
樹

種
と
本
数
は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
2
0
本
、

コ
ナ
ラ
9
本
、
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
と

ク
ヌ
ギ
が
4
本
、
イ
ヌ
ザ
ク
ラ
・
サ

ワ
ラ
・
シ
ラ
カ
シ
・
ハ
ン
ノ
キ
・
マ
ル
バ

ヤ
ナ
ギ
が
各
2
本
で
、
そ
の
他
5
樹

種
が
各
1
本
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
東
側
の
A
区

域
と
西
側
の
C
区
域
の
中
央
部
斜
面

の
一
部
の
シ
ラ
カ
シ
・
ア
ラ
カ
シ
の
常

緑
林
の
場
所
を
除
き
、
大
部
分
は
植

栽
若
木
を
中
心
と
し
た
雑
木
林
の
構
成

樹
種
か
ら
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ

し
て
造
成
前
の
樹
木
は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な

ど
限
ら
れ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
た
。

<H造園 >

<住宅地 >

芝　生
調　整　池

A 区域

B区域

C区域

a1
20/1.4m

a2
14/1.0m

16/4.0m
15/1.6m

18/1.8m
13/2.0m

a7
8.0/0.8m

13/1.5m
a9
17/1.4m

a10
11/0.8m

a11
14/1.2m

a12
14/1.7m

a13
10/1.7m

b1
15/6.4mb2

16/1.0m
b3
20/1.6m

b5

c1
16/2.8m

c2
20/1.7m

c3 コナラ 4分岐
20/3.3m

c5 スギ
20/0.7m

c6
20/1.7m

c7
18/1.6m

c8
15/0.8m

c4
23/1.2m b4

11/0.8m

100m

a3
a4

a5

　a8

D区域
d1
18/1.2m

＜結婚式場＞

12/1.3m

牛
久
市
恊
働
樹
木
リ
サ
ー
チ
事
業

平
成
２６
年
度
樹
木
調
査
報
告

37 樹種
1301 本

図１.ひたち野みずべ公園の主要樹種名•本数•割合

樹
木
調
査

目
印
木
の
樹
高
調
査

植
栽
低
木
調
査

野
草
の
観
察

調
整
池
周
囲
の
湿
地
性
樹
木
調
査

図 2. ひたち野みずべ公園の調査区分と樹高 -幹周

1 43
2 28
3 24
4 19
5 17
6 13
7 11
8 10
9 9
10 8
11 6
12 5
13 4
14 2

15 1

31 269

写真：ひたち野みずべ公園 （14.11.2 戸塚）

コナラ

325 本 25％

クヌギ

238 本 18％
シラカシ

224 本 17％

イヌシデ

107 本 8％

アラカシ

69 本 5％

エゴノキ

69 本 5％

その他 31 種

269 本 21％

　

平
成
2
6
年
度
は
牛
久
市
役
所
建

設
部
緑
化
推
進
課
所
管
の

「
ひ
た
ち

野
み
ず
べ
公
園
」
の
樹
木
調
査
お
よ

び
、
樹
木
の
観
察

・
ガ
イ
ド
・
管
理

と
『
牛
久
の
巨
樹
』
掲
載
樹
種
の
〈広

報
う
し
く
〉
紙
上
で
の
紹
介
を
実
施

し
た
。

　

こ
こ
で
は
前
者
の
結
果
の
概
要
を
報
告

す
る
。
こ
の
公
園
は
株
式
会
社
都
市
開

発
技
術
サ
ー
ビ
ス

（
現
株
式
会
社
U
R

リ
ン
ケ
ー
ジ
）
に
よ
っ
て
、
低
湿
地
を

含
む
雑
木
林
跡
等
に
在
来
樹
種
を
中
心

に
植
栽
し
て
造
成
さ
れ
、
平
成
1
6
年

に
牛
久
市
へ
移
管
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

面
積
6
h
a
あ
ま
り
で
、
中
央
に

1
.
5
h
a
ほ
ど
の
南
北
に
細
長
い
調

整
池
が
あ
る

（写
真
）。

　

樹
木
調
査
は
公
園
を
図
2
の
よ
う
に

A
～
D
に
分
け
、
①
3
m
以
上
の
樹
木

の
種
類
と
幹
周
を
調
査
し
た
。

　

こ
の
他
、
②
目
印
木
の
樹
高
、
③
低
木
、

④
池
周
囲
の
湿
地
性
樹
木
、
⑤
野
草
、

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
調
査
を
行
っ
た
。

　

以
上
の
結
果
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
ま
と

め
、
牛
久
市
建
設
部
緑
化
課
推
進
課

か
ら
発
行
し
、
市
民
へ
の
広
報
に
資
す

る
計
画
で
あ
る
。
な
お
樹
木
調
査
以

外
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
樹
木
調
査
の

結
果
と
あ
わ
せ
て
報
告
書
に
掲
載
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。
（
渡
辺 

泰
）

　

樹
木
調
査
後
の
短
時
間
、
野
草
の
観

察
を
行
い
、
①
草
地
で
9
7
種
、
②
林

床
で
5
2
種
、
③
水
辺
で
4
1
種
、
認

め
た
。
草
地
の
4
0
%
は
帰
化
植
物

で
あ
っ
た
。
林
床
に
は
フ
デ
リ
ン
ド
ウ
・

ジ
ュ
ウ
ニ
ヒ
ト
エ
、
水
辺
に
は
シ
ロ
ネ
・

ハ
ッ
カ
・
ミ
コ
シ
ガ
ヤ
・
ム
シ
ク
サ
な
ど
、

「牛
久
市
版
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
」
記

載
種
や
希
少
種
が
生
え
て
お
り
、
こ
こ

が

「種
の
多
様
性
保
全
に
一
定
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
た
。

　

ハ
ン
ノ
キ

（植
栽
）
と
マ
ル
バ
ヤ
ナ
ギ
が

1
5
本
、
タ
チ
ヤ
ナ
ギ
1
0
本
、
カ
ワ

ヤ
ナ
ギ
5
本
の
4
樹
種
4
5
本
が
確
認

　

公
園
造
成
時
の
台
帳
に
は
、
2
3
樹

種
3
,
4
9
7
本
の
サ
ツ
キ
ツ
ツ
ジ
等

が
植
栽
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
調
査

で
は
8
9
植
栽
箇
所
2
1
樹
種
が
確
認

さ
れ
た
。

　

園
内
の
各
調
査
区
域
で
目
印
に
な
っ

て
い
る
樹
木
の
樹
高
を
3
角
法
に
よ

り
2
7
本
測
定
し
た
。
2
0
m
を
超

え
た
樹
木
は
、
①
A
区
域
が
メ
タ
セ
コ

イ
ア
1
本
、
②
B
区
域
が
ス
ギ
1
本
、
③

C
区
域
が
シ
ラ
カ
シ
・
ク
ヌ
ギ
・
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
の
4
本
で
あ
り
、
C
区
域
の
結

婚
式
場
寄
り
の
場
所
に
樹
齢
の
古
い
高

木
が
集
中
し
て
い
た
。
（
図
2
）。

さ
れ
た
。
ハ
ン
ノ
キ
以
外
は
分
岐
木
で

あ
っ
た
。



機
具
修
理
に
つ
い
て 

（
前
編
）

5 4

雑
木
林
応
援
隊 

　

①
点
火
プ
ラ
グ

（
プ
ラ
グ
）
の
か
ぶ
り

　
　
　
　

〜
プ
ラ
グ
が
混
合
ガ
ソ
リ
ン
で
濡
れ
る
〜

　

プ
ラ
グ
が
ぬ
れ
て
い
る
場
合
は
、
プ
ラ
グ
の
清
掃
後
、
抜
い
た
状
態
で
プ
ラ
グ
穴

を
下
に
し
て
、
ス
タ
ー
タ
ー
を
５
〜
６
回
引
き
、
シ
リ
ン
ダ
ー
内
の
残
留
燃
料
を

吐
き
出
す
。
ま
た
は
、
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
で
プ
ラ
グ
を
焼
い
て
み
る
と
意
外
と
頑
固

な
汚
れ
が
除
去
さ
れ
る
事
も
あ
る
。
プ
ラ
グ
の
取
り
付
け
時
は
、
手
で
回
し
て
締

め
る
様
に
す
る
。
最
後
の
増
し
締
め
の
み
プ
ラ
グ
レ
ン
チ
を
使
う
。
テ
ー
パ
ー
付

ネ
ジ
山
の
為
、
レ
ン
チ
で
無
理
や
り
締
め
る
と
ネ
ジ
山
が
崩
れ
て
シ
リ
ン
ダ
ー
交
換

と
な
り
、
新
品
購
入
に
近
い
修
理
代
が
か
か
る
。

②
混
合
ガ
ソ
リ
ン

（
燃
料
）
が

　
　
　
　
　
　
　

シ
リ
ン
ダ
ー
内
に
供
給
で
き
な
い

　　

プ
ラ
イ
マ
ー
ポ
ン
プ

（
バ
ー
ジ
ポ
ン
プ
）
を
指
で
つ
ま
み
、
燃

料
が
供
給
さ
れ
る
か
目
で
確
認
す
る
。
ゴ
ム
の
部
分
が
劣
化
し

て
い
る
場
合
は
交
換
す
る
。
も
う
一
つ
は
、
キ
ャ
ブ
レ
タ
ー
内

に
ダ
イ
ア
フ
ラ
ム

（
ゴ
ム
板
で
ペ
コ
ペ
コ
す
る
機
構
）
が
有
り
、
こ

れ
が
劣
化
し
て
穴
が
開
い
て
い
る
事
も
あ
る
。
ど
ち
ら
も
燃
料

が
供
給
さ
れ
な
い
の
で
交
換
す
る
。
こ
れ
も
駄
目
な
ら
キ
ャ
ブ
レ

タ
ー
の
清
掃
と
な
る
が
、
難
し
い
の
で
専
門
家
に
任
せ
る
。

③
点
火
プ
ラ
グ
に
火
花
が
飛
ば
な
い

　

プ
ラ
グ
を
ワ
イ
ヤ
ー
ブ
ラ
シ
で
清
掃
、
電
極
の
間
隔
を
０
．
６
〜

０
．
７
ｍ
ｍ
に
調
整
す
る
。
隙
間
ゲ
ー
ジ
が
あ
れ
ば
ベ
ス
ト
だ
が
、

無
い
場
合
は
、
古
く
な
っ
た
金
切
ノ
コ
の
歯
が
０
．
６
５
ｍ
ｍ
程
度
の

厚
み
な
の
で
活
用
で
き
る
。
プ
ラ
グ
に
問
題
が
な
い
場
合
、
イ
グ
ニ
ッ

シ
ョ
ン
コ
イ
ル
の
ギ
ャ
ッ
プ
調
整
不
良
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
こ
こ
は
、

難
し
い
の
で
専
門
家
に
任
せ
る
。

①
作
業
で
使
っ
た
機
具
は
、
作
業
終
了
後
に
清
掃
す
る
。

②
燃
料
や
チ
ェ
ン
ソ
ー
オ
イ
ル
は
、
抜
き
取
り
を
す
る
習
慣
が
重
要
。
抜
い
て
も
ま

だ
燃
料
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
エ
ン
ジ
ン
を
掛
け
て
エ
ン
ジ
ン
が
ガ
ス
欠
状
態
で
止
ま
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。
長
期
間
使
用
し
な
い
機
具
は
、
燃
料
を
抜
か
な
い
と
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
系
や
ゴ
ム
系
の
部
品
が
劣
化
す
る
の
で
注
意
す
る
。

　

目
立
て
用
品
の
製
作
紹
介
と
し
て
、
ガ
イ
ド
ク
ラ
ン
プ
は
、
小
型
万

力
を
活
用
す
れ
ば
簡
単
に
で
き
る
。
ア
ン
グ
ル
プ
レ
ー
ト
も
小
型
モ
ー

タ
ー
の
磁
石
と
廃
材
板
を
組
み
合
わ
せ
て
簡
単
に
、
そ
し
て
安
価
に

製
作
可
能
で
あ
る
。
必
要
な
方
は
是
非
ト
ラ
イ
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

皆
様
お
困
り
事
が
有
れ
ば
、
遠
慮
な
く
相
談
し
て
欲
し
い
。
（片
山　

正
）

①
プ
ラ
グ
を
外
し
、
ス
ポ
イ
ド
を
使
っ
て
シ
リ
ン
ダ
ー
内
に
燃
料
を
数
滴
注
入
す
る
。
そ
の

後
、
プ
ラ
グ
を
取
り
付
け
、
ス
タ
ー
タ
ー
を
引
い
て
エ
ン
ジ
ン
を
始
動
す
る
。
爆
発
が
起
き

れ
ば
電
気
系
は
正
常
と
判
断
で
き
る
の
で
、
燃
料
系
統
の
不
具
合
で
バ
ー
ジ
ポ
ン
プ
か
ダ
イ

ア
フ
ラ
ム
が
不
良
と
判
断
で
き
る
。
ダ
イ
ア
フ
ラ
ム
交
換
は
、
キ
ャ
ブ
レ
タ
ー
を
分
解

・
清

掃
す
る
の
で
、
多
少
の
知
識
が
必
要
と
な
る
。
分
解
す
る
場
合
、
キ
ャ
ブ
レ
タ
ー
の
調
整

ネ
ジ
は
、
決
し
て
い
じ
ら
な
い
方
が
良
い
。

最
近
で
は
、
エ
ン
ジ
ン
始
動
剤
が
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
、
こ
れ
も
活
用
可
能
で
あ
る
。

今
回
は
、
日
頃
の
活
動
中
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
と
刈
払
機

の
エ
ン
ジ
ン
が
掛
か
ら
な
い
ト
ラ
ブ
ル
の
簡
単
な
修

理
方
法
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
バ
ー
ジ
ポ
ン
プ
に
ひ
び
割
れ
が
発
生
し
て
い
る
場
合
は
、
応
急
処
置
と
し
て
、
指
サ
ッ
ク

で
ひ
び
割
れ
の
部
分
に
か
ぶ
せ
る
と
当
面
使
用
で
き
る
。
正
規
部
品
は
、
１
，
６
０
０
円
程

度
で
交
換
出
来
る
。
（
刈
払
機
の
場
合
は
、
ゴ

ム
の
み
交
換
が
可
能
で
６
０
０
円
程
度
）

　
　

機
具
は
、
こ
ま
め
に
点
検
整
備
を
し
て
や

れ
ば
案
外
故
障
も
少
な
く
、
故
障
し
て
も
軽
い

程
度
で
す
む
事
が
多
い
。

《
エ
ン
ジ
ン
が
掛
か
ら
な
い
要
因
と
対
策
方
法
》

《機
具
を
長
く
使
う
為
の
日
頃
の
心
が
け
》

《簡
単
な
診
断
方
法

（
裏
技
）》

《そ
の
他
》

ダイアフラム
バージポンプ



身
近
な
樹
木

　

全
国
の
山
野
に
普
通
に
生
え
て

い
る
ニ
シ
キ
ギ
科
の
落
葉
つ
る
性
木

本
。
市
内
で
は
、
林
縁
や
斜
面

林
で
他
の
木
に
巻
き
つ
い
て
自
生
し

て
お
り
、
庭
木
に
も
な
っ
て
い
る
。

つ
る
は
帯
褐
色
ま
た
は
灰
褐
色
で

あ
る
。
葉
は
互
生
し
、
長
さ
1

～
2
c
m
の
葉
柄
が
あ
り
、
葉
身

は
長
さ
3
.
5
～
1
0
c
m
で
、

倒
卵
形
ま
た
は
楕
円
形
で
先
は
急

に
尖
る
。
表
面
は
光
沢
が
無
く
、

裏
面
は
淡
緑
色
で
、
縁
に
不
揃
い

の
波
状
の
鋸
歯
が
あ
る
。

　

５
～
６
月
、
葉
腋
か
ら
短
い
集

散
花
序
を
出
し
、
黄
緑
色
の
小
さ

な
花
を
数
個
開
く
。
雌
雄
異
株
。

花
弁
は
5
個
あ
り
、
雄
花
は
長
さ

4
m
m
ほ
ど
の
狭
長
楕
円
形
、
雌

花
の
花
弁
も
狭
長
楕
円
形
で
、
長

さ
2
.
5
m
m
で
目
立
た
な
い
。
雌

花
に
は
退
化
し
た
短
い
雄
し
べ
が
5

個
と
柱
頭
が
3
裂
し
た
雌
し
べ
が

1
個
あ
る
。

　

果
実
は
直
径
7
～
8
m
m
の
球

形
で
あ
る
。
秋
に
黄
色
に
熟
す
と
、

写
真
の
よ
う
に
３
つ
に
裂
け
、
中

か
ら
赤
色
の
仮
種
皮
に
包
ま
れ
た

種
子
が
現
れ
る
。
橙
色
の
仮
種
皮

と
中
か
ら
の
ぞ
く
赤
色
の
種
子
が

美
し
い
の
で
、
庭
木
と
し
て
愛
好

さ
れ
、
生
け
花
等
に
よ
く
使
わ

れ
て
い
る
。
名
前
は
、
木
が
つ
る
名

性
で
果
実
が
ウ
メ
モ
ド
キ
に
似
て
い
る

こ
と
に
由
来
す
る
そ
う
で
あ
る
。

　

以
前
、
筑
波
山
薬
王
院
か
ら
の

登
山
道
を
ひ
た
す
ら
歩
い
て
い
た

ら
、
落
ち
葉
の
中
に
可
愛
い
こ
の

果
実
が
あ
っ
た
。
葉
を
落
と
し
て

し
ま
っ
た
裸
木
の
中
で
こ
れ
見
よ
が

し
に
一
際
輝
い
て
お
り
、
と
て
も

魅
力
的
だ
っ
た
の
で
、
大
切
に
家

に
持
ち
帰
っ
た
記
憶
が
あ
る
。

（
櫻
井　

恵
美
代
）

　

本体 ： 結実期の樹冠　戸塚 11.12.13 柏田町の梅園縁

枠内 ： 裂開果実から種子が現れているところ　渡辺 03.11.27　新地町の斜面林

7 6

　牛久市結束町の牛久自然観察の森に隣接する牛久市結束町みどりの保全

区の森林維持管理作業を行う 「エコアップ作戦」 では、 地域の皆さんの協力

のもと、 下草刈りや除間伐、 風倒木の処理等を行っています。

　活動には会員 ・ 一般問わず参加出来ます。 皆様のご参加お待ちしています。

結束町みどりの保全区

エコアップ作戦参加者募集のお知らせ
里
山
保
全

■活動日時 ： 2 月 6 日 （金） 9 ： 00〜11 ： 00　15 日 （日） 13 ： 00〜15 ： 00

　　　　　　　　  3 月 6 日 （金） 9 ： 00〜11 ： 00　15 日 （日） 13 ： 00〜15 ： 00

　　　　　　　　  4 月 3 日 （金） 9 ： 00〜11 ： 00　19 日 （日） 13 ： 00〜15 ： 00

■集合場所　牛久自然観察の森ネイチャーセンター１階倉庫前　　　■予約　不要／荒天時は中止

■持ち物　　長靴　軍手　長袖　長ズボン　※刈払機 ・ チェーンソー使用は資格所有者のみ

■問い合わせ先　０２９-８７４-６６００ （担当木谷）

ツ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ
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